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第21期第19回高知県内水面漁場管理委員会議事録

１ 開催日時 令和６年５月 10日（金） 14 時 00 分から 14 時 40 分

２ 開催場所 高知市本町５丁目３－20 高知県共済会館 ３階 「藤」

３ 出席委員 林田千秋、島崎 章、西脇亜紀、川村寛二、御処野誠、百田美知、筒井一

水、大木正行、堀澤 栄、（計９名）

欠席委員 山下慎吾

署名委員 御処野誠、百田美知

県出席者 水産振興部 西山副部長

漁業管理課 浜渦課長

事務局 木村書記長、占部書記、濵口書記、岡内書記

４ 審議事項

第１号議案 内水面漁場計画の一部変更について

第２号議案 遊漁規則の一部変更について（奈半利川淡水漁業協同組合）

第３号議案 遊漁規則の一部変更について（物部川漁業協同組合）

第４号議案 遊漁規則の一部変更について（仁淀川漁業協同組合）

第５号議案 遊漁規則の一部変更について（四万十川上流淡水漁業協同組合）

５議事内容

木村書記長

濵口書記

岡内書記

木村書記長

林田会長

定刻となりましたので、ただ今より第 19回高知県内水面漁場管理委員

会を開催いたします。

まず、会に先立ちまして、４月１日付けの県の人事異動の発表につい

てご報告いたします。

前任の部長の松村が転出しまして、後任に、濱田が部長に着任してお

ります。本日は所用のため欠席となっております。よろしくお願いいた

します。また、高橋書記、坂本書記が転出いたしまして、濵口書記、岡

内書記が着任しております。

濵口です。よろしくお願いします。

岡内です。よろしくお願いします。

それでは本日の会議に移ります。委員定数 10 名の内、出席委員は ９

名で、高知県内水面漁場管理委員会会議規則第４条により会が成立して

いることをご報告いたします。では、会長、お願いいたします。

それでは、第 19 回高知県内水面漁場管理委員会を開催いたします。ま

ず、はじめに水産振興副部長さんからあいさつをお願いします。
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西山副部長

林田会長

みなさん、こんにちは。水産振興副部長の西山でございます。先ほど

書記長からも報告申し上げたとおり、４月１日付けで部長が異動になっ

ておりまして、本来は新部長の濵田がご挨拶を申し上げるところですが、

別用務でこちらへの出席がかないませんでしたので、私が変わって、あ

いさつさせていただきます。

皆様方におかれましては、ご多用のところ、本日の会議にご参加いた

だきまして、誠にありがとうございます。

会の始まる前にもお話が出ておりましたが、あゆについては、早い河

川では来週から解禁となっておりますが、遡上の状況が今ひとつという

ことを我々も聞いております。人工種苗を含めてこれから少しでも遡上

を期待したい。それから数が少なければ苔の状態を維持するのが難しい

かもしれませんが、多少でも大きくなる可能性もあるんじゃないかと。

その辺も期待を込めて、少しでも県内の河川に人が入って賑わうよう願

っております。今後の動向に注目していきたいと我々も思っているとこ

ろでございます。

本日の議案は５件でございます。

第１号議案の「内水面漁場計画の一部変更について」は、去る１月 16

日に調整規則を改正しまして、調整規則の上では県内のあゆの解禁日が

５月 15 日に統一されたところでございます。現在、内水面の第五種共同

漁業権のあゆ漁業時期が一部で６月１日又は７月１日となっていますの

で、それを５月 15 日に変更するために、まず、内水面漁場計画を一部変

更させていただくことについて当委員会でご審議いただくものです。

第２号議案から第５号議案までは、奈半利川淡水漁協、物部川漁協、

仁淀川漁協及び四万十川上流淡水漁協のそれぞれの遊漁規則を一部変更

することについてです。内容については、あゆの採捕期間の変更、ある

いは遊漁料の変更などとなっております。遊漁規則の変更につきまして

は、内水面漁場管理委員会のご意見を伺ったうえで、知事が認可をする

こととなっておりますので、皆さまよろしくお願いします。

詳細については、後程、事務局からご説明しますので、十分なご審議

をよろしくお願いします。誠に簡単ではございますが、開会の挨拶とい

たします。

どうかよろしくお願いいたします。

ありがとうございました。

本日の欠席委員は、山下委員１名です。

続きまして、議事録署名委員についてですが、本日の議事録署名委員

は、御処野委員、百田委員にお願いします。

それでは議題に入ります。第１号議案「内水面漁場計画の一部変更に
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占部書記

ついて」を議題とします。事務局からの説明を求めます。

それでは、第１号議案の「内水面漁場計画の一部変更について」、ご説

明いたします。資料１の１ページをお願いします。諮問文を朗読します。

６高漁管第 94 号。高知県内水面漁場管理委員会様。内水面漁場計画の

一部変更について、漁業法第 67 条第２項で準用する第 64 条第８項で準

用する同条第４項の規定により諮問します。令和６年４月 25 日。高知県

知事濵田省司。

２ページをご覧ください。内水面漁場計画の変更についての概要とな

っております。１の変更理由を見てください。

前回の委員会でご報告させていただきましたが、令和６年１月 16 日に

高知県漁業調整規則が改正され、あゆの採捕禁止期間の終期が県内全て

の河川で５月 15 日に変更になりました。それに伴い、第五種共同漁業権

に係る内水面漁場計画のうち、あゆの漁業時期の始期が６月１日又は７

月１日となっているものについて、始期を５月 15 日に変更することが必

要となっております。そのため、今回、内水面漁場計画の一部を変更し、

そして、一部の漁業権を変更することとしております。

次に７ページをご覧ください。内水面漁場計画の変更と漁業権の変更

に係る事務手続きを示した資料となっております。 漁業権免許の変更手

続きは、漁場計画変更と免許変更の二つの作業に分かれており、漁場計

画変更を行った後に、免許の変更を行います。

まず、漁場計画を変更するために、漁場計画の変更素案を作成し、関

係者協議としまして、漁場計画の変更が漁業調整その他公益に支障をお

よばさないように設定されていることを関係機関等へ確認をとっており

ます。つぎに、同素案について、インターネット公表による意見公募 パ

ブコメを 3月 29 日から４月 29 日に実施し、その結果、意見はありませ

んでした。そして、本日、漁場計画の変更案を本員会に諮問し審議して

いただきます。さらに、今後、公聴会、委員会の審議を経て答申をいた

だきましたら、内水面漁場計画の変更を公示することとなります。漁場

計画が変更されましたら、免許変更申請を受付、免許変更について委員

会に諮問し、審議を経て答申されましたら、免許を変更するという流れ

になります。

本日は漁場計画変更について審議していただきます。４ページをご覧

ください。内水面漁場計画の変更案の新旧となっております。既にあゆ

漁業の漁業時期が５月15日からになっている漁業権以外の内共第501号

から 508 号、510 号から 512 号、516 号及び 517 号の計 13 件について、

あゆ漁業の漁業時期の始期を６月１日又は７月１日から全て５月15日に

変更します。それ以外の変更はありません。
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林田会長

林田会長

林田会長

占部主幹

次に、５～６ページが変更後の漁場計画の内容、８～27 ページが各漁

場計画の区域図、28 ページが高知県漁業調整規則上の鮎の解禁日となっ

ております。

２ページにお戻りください。２の内水面漁場計画の変更に係る手続き

の中ほどの今後の予定をご覧ください。今後、公聴会を６月 14 日に開催

する予定で、同日に開催する委員会においてご審議いただきまして、委

員会の答申が得られましたら、６月中に高知県公報に変更されました漁

場計画を掲載する予定です。

免許変更の手続きですが、免許変更の申請期間は７月５日から８月 19

日の 45 日間を予定しております。申請受理後、９月頃を目途に当委員会

を開催し、審議、答申を経て、令和６年 10月１日付けで免許変更を行い、

県の公報に掲載する予定です。

最後に、３ページは漁場計画の変更の告示案となっております。

説明は以上でございます。

ただ今、事務局から説明がありましたが、ご意見、ご質問はございま

せんか。

ご意見もないようでございますので、事務局から説明のありましたと

おり、６月 14日に公聴会を行い、同日、引き続き委員会を開催して、原

案について答申するということで、ご異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり）

それでは続きまして、第２号議案 遊漁規則の一部変更「奈半利川淡

水漁業協同組合 について」を議題とします。事務局からの説明を求め

ます。

それでは、第２号議案について事務局から説明をさせていただきます。

資料２の１ページをお願いします。諮問文を朗読します。

６高漁管第 95 号。高知県内水面漁場管理委員会様。奈半利川淡水漁業

協同組合から、第五種共同漁業権遊漁規則の一部変更について認可申請

がありましたので、漁業法第 170 条第４項の規定により諮問します。令

和６年４月 25日。高知県知事濵田省司。

資料構成をご説明します。まず、２ページが遊漁規則の変更点とその

理由、３から４ページが告示案、５から７ページが変更後の遊漁規則、

８から９ページが新旧対照表、10 ページが区域図、11 ページが変更認可

申請書となっております。



5

林田会長

林田会長

林田会長

林田会長

占部主幹

２ページの変更点と理由についての資料をご覧ください。今回の変更

点は、あゆの採捕終期の変更となっております。

平鍋えん堤から上流の区域について、あゆ採捕終了時期を９月 30 日か

ら 12月 31 日に変更します。

10 ページをご覧ください。下にある高知県漁業調整規則の表をご覧く

ださい。令和６年１月 16 日に漁業調整規則が一部改正され、奈半利川平

鍋えん堤から上流ではあみ掛けとなっている、あゆの採捕禁止期間の 10

月 15 日から 12 月１日が撤廃されたことにより、その期間を漁期とする

ための遊漁規則の変更です。

変更されましたら、上の図にありますように、平鍋ダムより上流はあ

ゆの採捕期間の終期は 12 月 31 日となり、平鍋ダムより下流は今まで通

り、終期は９月 30日となります。以上で説明を終わります。

なお、答申をいただきましたら、県公報に登載する手続きを進めます。

それに際し内容の変更を伴わないような文言や表現方法の修正が行われ

る場合は、事務局に一任していただきますよう、お願いいたします。

ご審議のほどをよろしくお願いいたします。

ただ今、事務局から説明がありましたが、ご意見、ご質問はございま

せんか。

ございませんか。

他にご意見がないようでしたら、第２号議案「遊漁規則の一部変更 奈

半利川淡水漁業協同組合について」は、原案どおり承認してよろしいで

しょうか。

（「異議なし」の声あり）

ご異議ないようですので、第２号議案は、原案が適当であると、答申

いたします。

続きまして、第３号議案「遊漁規則の一部変更 物部川漁業協同組合

について」を議題とします。

事務局からの説明を求めます。

それでは、第３号議案について事務局から説明をさせていただきます。

資料３の１ページをお願いします。

諮問文を朗読します。６高漁管第 96 号。高知県内水面漁場管理委員会

様。物部川漁業協同組合から、第五種共同漁業権遊漁規則の一部変更に
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ついて認可申請がありましたので、漁業法第 170 条第４項の規定により

諮問します。令和６年４月 25 日。高知県知事濵田省司。

資料構成をご説明します。まず、２から３ページが遊漁規則の変更点

とその理由、４から５ページが告示案、６から９ページが変更後の遊漁

規則、10 から 16 ページが新旧対照表、17 ページが区域図、18 ページが

変更認可申請書となっております。

２ページの変更点とその理由についての資料をご覧ください。今回の

変更点は、７つあります。

１つ目としまして、あゆの採捕開始時期の変更です。杉田えん堤から

上流の区域について、あゆ採捕開始時期を７月 1日から６月 1日に変更

します。右の欄をご覧ください。これは令和６年１月 16日に漁業調整規

則が一部改正され、杉田えん堤から上流のあゆの採捕開始できる時期が

７月１日から５月 15 日に変わったことによるものです。この改正に併せ

て、物部川漁協の遊漁規則におけるあゆ採捕時期を６月１日とし、１か

月早めようとするものです。物部川漁協の漁業権はあゆ漁業時期が既に

５月 15 日からであるため、漁業権の変更なしで、あゆ採捕時期を５月 15

日からに変更することができますが、水温、あゆの成長等を考慮して、

６月 1日への変更となっております。

２つ目はあゆ漁具漁法の制限で、よこ掛けについて杉田えん堤から下

流の区域を全期間及び全区域を禁漁に変更するものです。よこ掛けとは、

約5メートルの竿を用いて竿の長さより約60センチ長い糸におもりと針

つけて、多数の鮎が集まるような場所で横にひいて魚体をかけて採捕す

る漁法で、主に落ち鮎の時期に行われます。右の欄をご覧ください。現

行の規則では、杉田えん堤から下流の横掛けは 12 月 1 日から 12月 31 日

の間に一部の区域で落ち鮎漁が解禁になれば横掛けによる採捕が可能で

した。しかし、天然あゆの親魚を確保するために、今後も落ち鮎漁の解

禁を当分行わないことから、それに併せて、横掛けを禁漁とするもので

す。

３つ目はあゆの採捕禁止区域の追加です。永瀬ダム上流の一部区域の

２カ所において、産卵保護のため、10 月１日から 12 月 31 日まで採捕を

禁止するものです。17 ページをご覧ください。永瀬ダムより上流は海か

ら天然あゆがえん堤等により遡上できませんが、近年の漁協の調査にお

いて、ダム湖内であゆが再生産している可能性があることが分かってき

ました。そのため、永瀬ダムより上流の産卵場所となっている、槇山川

の佐岡橋上流端から下流の山﨑橋上流端までの区域、上韮生川の安丸え

ん堤上流端から下流の韮生川橋上流端までの区域内を、組合が必要と判

断した場合に産卵保護区域として、あゆの採捕を禁止するものです。ダ

ム湖でのあゆの再生産は不安定であるため、漁協が行う産卵状況の調査
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林田会長

に基づいて産卵保護を行うかどうかを判断していきます。

３ページにお戻りください。４つ目の変更としまして、あまごの擬餌

釣りにおける杉田えん堤から上流の区域の９月におけるキャッチアンド

リリース区域を拡大するものです。９月はあまごの産卵保護を目的に、

採捕禁止区域とキャッチアンドリリース区域に分けて管理しておりま

す。17 ページをご覧ください。槇山川の行者谷から上流、上韮生川の南

池橋から上流は採捕禁止区域となっていましたが、その上流の槇山川の

新錦渓橋までの区域、上韮生川の影橋までの区域をキャッチアンドリリ

ース区域として拡大し、それより上流を採捕禁止とするものです。冬季

釣り場の試験調査において、キャッチアンドリリースは、魚体への影響

が低く、資源への影響も小さいとの知見が蓄積されたことにより、採捕

禁止区域を縮小し、キャッチアンドリリース区域を拡大し、漁場利用を

促進しようとするものです。

３ページにお戻りください。５つ目としまして、遊漁料及び特別遊漁

料 年券の変更です。一般遊漁料を 7,000 円から 8,000 円に変更、高齢

者の遊漁料を 3,000 円から 4,000 円に変更、網漁の特別遊漁料を 11,000

円から 12,000 円に変更するものです。これは、物価上昇に伴い、増殖費

用が増加しているため、遊漁料と特別遊漁料の金額を見直しするもので

す。参考資料としまして、各河川の遊漁料については、別紙の A３資料に

まとめております。

また、高齢者の平均的な体力等が向上していることから、高齢者の区

分を 70 歳から 75 歳に引き上げを行います。組合が承認した者を無料と

することについて、承認目的を明確化するために、試験研究、教育実習、

広報を目的とした場合に無料することを明記します。

６つ目は、あゆの玉じゃくりが日券に含まれていなかったので、日券

に含めるように変更するものです。あゆの玉じゃくりは約 1.5 メートル

の短い竿に糸、おもり、針をつけて、箱メガネで水中を見ながら、鮎を

見て引っ掛けて採捕する漁法です。

最後に施行日ですが、遊漁料の変更の⑤と⑥のみ、令和７年１月１日

から施行とします。

以上で説明を終わります。

なお、手続きを進めるにあたり、内容の変更を伴わないような文言や

表現方法の修正が必要な場合は、事務局に一任していただきますよう、

お願いいたします。

ご審議のほどをよろしくお願いいたします。

ただ今、事務局から説明がありましたが、ご意見、ご質問はございま

せんか。
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西脇委員

占部書記

林田会長

筒井委員

占部書記

筒井委員

占部書記

林田会長

林田会長

占部書記

今まで玉じゃくりはどこに含まれていましたか。

玉じゃくりについては日券では行えず、年券を購入していただく必要

がありました。今回、日券を購入しても玉じゃくりが行えるようにする

変更です。

ございませんか。

高齢者の 70 歳から 75 歳になっているんですが、高齢者は特別遊漁も

できるのか、一般遊漁となるのかどちらになるのか。

75 歳の引き上げに関しては一般遊漁になります。

特別遊漁はできない。

できません。

他にござませんでしょうか。ご意見がないようでしたら、第３号議案

「遊漁規則の一部変更 物部川漁業協同組合について」は、原案どおり

承認してよろしいでしょうか。

（「異議なし」の声あり）

ご異議ないようですので、第３号議案は、原案が適当であると答申い

たします。

続きまして、第４号議案「遊漁規則の一部変更 仁淀川漁業協同組合

について」を議題とします。事務局からの説明を求めます。

それでは、第４号議案について事務局から説明をさせていただきます。

資料４の１ページをお願いします。諮問文を朗読します

６高漁管第 97 号。高知県内水面漁場管理委員会様。仁淀川漁業協同組

合から、第五種共同漁業権遊漁規則の一部変更について認可申請があり

ましたので、漁業法第 170 条第４項の規定により諮問します。令和６年

４月 25 日。高知県知事濵田省司。

資料構成をご説明します。まず、２ページが遊漁規則の変更点とその

理由、３から４ページが告示案、５から９ページが変更後の遊漁規則、

10 から 15 ページは新旧対照表、16 ページが区域図、17ページが変更認
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林田会長

可申請書となっております。

２ページの変更点と理由についての資料をご覧ください。今回の変更

点は、４つあります。

１つ目としまして、あまごのキャッチアンドリリース区域について、

一部を廃止をします。16 ページをご覧ください。地図の右上にある上八

川川の支流枝川川の程野にある３月１日から９月30日までのあまごのキ

ャッチアンドリリース区域について、管理運営していた団体が消滅し、

組合が管理していましたが、キャッチアンドリリースの管理が難しくな

ったため、廃止することとしています。なお、上八川川にあるあまごの

10 月１日から２月末までの冬季キャッチアンドリリース区域については

継続して運営されます。

２ページにお戻りください。２つ目は遊漁料 年券の変更です。全魚

種共通の遊漁料を 8,000 円から 9,000 円に変更、あまごのみ遊漁料を

5,000 円から 6,000 円に変更、肢体不自由者及び 75 歳以上の遊漁料を

4,000 円から 5,000 円に変更、網漁の特別遊漁料を 10,000 円から 11,000

円に変更します。これは、物部川漁協と同様の理由で、物価上昇に伴い、

増殖費用が増加しているため、遊漁料及び特別遊漁料を見直すものです。

次に、網漁の特別遊漁料を購入した者はその他の遊漁もできることを明

記すること、①のあまごのキャッチアンドリリース区域の廃止に伴い、

その特別遊漁料を削除すること、組合が承認した者を無料とすることに

ついて承認目的を明確化するために組合の運営に寄与した者を無料とす

ることを明記することとしています。

また、現在の遊漁券の期間が６月１日から５月31日となっていますが、

あまご漁が３月 1日解禁であり、遊漁券を３月１日に購入した場合、５

月 31日で有効期限が切れます。これに対応するため、遊漁券の期間を３

月１日から翌年２月末日に変更することとしています。

３つ目としまして、もくずがにの稚ガニを保全することで、資源維持

を図ることを目的に、もくずがにの甲幅５センチメートル以下の採捕禁

止の全長制限を設けます。

最後に施行日ですが、①キャッチアンドリリース区域の廃止と②の遊

漁料の変更については、令和７年３月１日から施行とします。

以上で説明を終わります。

なお、手続きを進めるにあたり、内容の変更を伴わないような文言や

表現方法の修正が必要な場合は、事務局に一任していただきますよう、

お願いいたします。ご審議のほどをよろしくお願いいたします。

ただ今、事務局から説明がありましたが、ご意見、ご質問はございま

せんか。
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林田会長

林田会長

占部主幹

林田会長

ご意見がないようですので、第４号議案「遊漁規則の一部変更 仁淀

川漁業協同組合について」は、原案どおり承認してよろしいでしょうか。

（「異議なし」の声あり）

ご異議ないようですので、第４号議案は、原案が適当であると、答申

いたします。

続きまして、第５号議案「遊漁規則の一部変更 四万十川上流淡水漁

業協同組合について」を議題とします。

事務局からの説明を求めます。

それでは、第５号議案について事務局から説明をさせていただきます。

資料５の１ページをお願いします。

諮問文を朗読します

６高漁管第 98 号。高知県内水面漁場管理委員会様。四万十川上流淡水

漁業協同組合から、第五種共同漁業権遊漁規則の一部変更について認可

申請がありましたので、漁業法第 170 条第４項の規定により諮問します。

令和６年４月 25 日。高知県知事濵田省司。

資料構成をご説明します。まず、２ページが遊漁規則の変更点とその

理由、３ページが告示案、４から６ページが変更後の遊漁規則、７ペー

ジが新旧対照表、８ページが変更認可申請書となっております。

２ページの変更点と理由についての資料をご覧ください。今回の変更

点は高齢者の遊漁料の変更となっており、80 歳以上は無料、70 歳から 79

歳は 4,000 円であったものを 75歳以上は 4,000 円とします。現在、組合

員は 80 歳以上でも行使料と賦課金を支払う必要があるのに対し、遊漁者

は無料であるため、80 歳以上の無料扱いを廃止し、組合員と遊漁者との

負担バランスをとるための変更を行うものです。また、高齢者の平均的

な体力等が向上していることから、高齢者区分を 75歳以上に引き上げる

こととしております。以上で説明を終わります。

なお、手続きを進めるにあたり、内容の変更を伴わないような文言や

表現方法の修正が必要な場合は、事務局に一任していただきますよう、

お願いいたします。

ご審議のほどをよろしくお願いいたします。

ただ今、事務局から説明がありましたが、ご意見、ご質問はございま

せんか。
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西脇委員

占部書記

西脇委員

占部書記

林田会長

占部書記

西脇委員

占部書記

筒井委員

占部書記

西山副部長

林田会長

林田会長

これ今年から変わりますか。

今回答申をいただきまして、県で認可するとすぐに施行となります。

５月 15日解禁で、もう券を売ってますよね。

はい。四万十上流淡水漁協はそれでも施行日は認可された日でかまわ

ないということでした。

今年からになりますか。

県の認可日から変更になります。

遊漁者が大丈夫ですか。今年間に合いますか。

認可日から金額が変更になります。漁協は認可日を施行日にしてほし

いということで、解禁に間に合わなくても問題ないという回答でした。

それに関して、認可されたときから四万十上流はかまわんということ

ですが、75歳以上が今度から変更で 4,000 円になるでしょう。今までは

70 歳以上が 4,000 円でした。70 歳の人は今購入したら 4,000 円というこ

とですか。

そういうことになります。

ご心配のとおり、先に買っていた人と後に買った人で得失が生じると

いうことは事実でございますが、私どもも懸念しましたが、漁協がそれ

でいいということでしたので。この場は採決いただいたとしても委員会

でそうした懸念した声が上がっていたと。例えば返金に応じるとか、追

い銭を取るのかとか、そういう声が上がっていたというのは漁協に添え

るようにしますが、あとは漁協の内部で解消していただくように、私ど

もから話をしておきますのでよろしくお願いします。

今ほど言われた懸念はありますけども、漁協に対応してもらうしかな

いんじゃないでしょうか。

認可はいつ頃できますか。
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占部書記

林田会長

島崎委員

西山副部長

林田会長

本日、答申を委員会でいただきましたら、認可の手続きを行いまして、

１週間から２週間程度で認可になります。

そこは、各河川の漁協で考えてやっていただきたいと思います。

他にございませんか。

関連でないのですが、かまわないでしょうか。２月に坪井さんがカワ

ウの研修ということで講師として来られましたが、何年か前にもやって

いますよね。色々やっかいなことですが、県で食害の取組は何か考えて

おられるでしょうか。

３月末に内水面漁連の組合長理事会が開かれまして、その席でもカワ

ウの件が議題になりまして、私どもも招かれまして議論に参加してまい

りました。それまでにも、それ以降も河川において著しい被害がでてい

るとその場でお聞きしましたし、研修会でもそのような声があったのは

ご指摘のとおりです。これまでカワウの対策は内水面漁連での駆除の対

策、それに対する県、国の補助ということで対策ということで支援させ

ていただいておりましたけれども、坪井研究員のご提言を踏まえてワン

ランクアップさせていただく必要があるだろうという認識で内水面漁連

からも要請がありましたし、我々もそのように感じているところでござ

います。

現在、内水面漁連の方からみなさんで議論するというのは難しいので、

内水面漁連から何人かメンバーを抽出していただいて計画作りをする検

討チームを立ち上げたらどうかということで、我々は内水面漁連と協議

させていただいて、専門家の意見を今一度聴取させていただいて、第一

人者である日本野鳥の会の濱田さんとか、必要に応じて坪井さんである

とか、専門家の方に個別にヒアリングをさせていただいてどのように具

体的に進めていけばよいか内々で協議しているところでございまして、

内水面漁連からも遅れることがないよう速やかに対応いただきたいとい

う要請をいただいてところです。

組織を立ち上げて、実行計画を作って、実行に移していくと言うこと

でちょっと時間がかかるかもしれませんが、一歩でも前に進めるべく今

準備をしているところです。また、この場でも報告できるようにしたい

と思っておりますのでよろしくお願いします。

県も対策を考えてくれていると思います。ただ計画を進めるのにカワ

ウは待ってくれませんので、急いで事を運んでいただきたい。カワウは

本当に大変な問題で、昨日放流したけど、今日は全然いないといったこ
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島崎委員

林田会長

島崎委員

林田会長

林田会長

とがよくありますので、急いでやってほしいと思います。どうぞよろし

くお願いします。

各組合において放流した後は終わりということでなくて、放流魚を守

るという視点で、いくらかは順番に監視をするということはできないの

でしょうか。

今年から奈半利川では放流後の５月中は毎日に理事全員に川を回って

いただいてロケット花火で脅かしたり、駆除の許可を持っている方は鉄

砲で撃ってきていただくということで、ともかく毎日行わないとほとん

ど食べられてしまうので、今年から懸賞も２千円位あげまして、行って

もらおうと一生懸命やってもらっていますが、減ってきたなと思っても

どこから飛んできて増えてしまいます。全河川で協力してやった方がい

いですね。

河川によっては全然していない河川も聞かれます。あれは鵜に餌をや

りよるのかと。

言われます。

鵜の方も県に協力していただけるということですので、期待して待っ

ていたいと思います。

他にご意見ありますでしょうか。

ご意見がないようでしたら、第５号議案「遊漁規則の一部変更 四万

十川上流淡水漁業協同組合について」は、原案どおり承認してよろしい

でしょうか。

（「異議なし」の声あり）

ご異議ないようですので、第４号議案は、原案が適当であると、答申

いたします。

これをもちまして第19回高知県内水面漁場管理委員会を閉会といたし

ます。

委員の皆様、どうもありがとうございました。
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本書は、第 21 期第 19 回高知県内水面漁場管理委員会の議事録に相違ありません。

議 長 林田 千秋

議事録署名委員 御処野 誠

議事録署名委員 百田 美知


























































































































































































